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総人口の３分の１
が65歳以上 

生産年齢人口は
総人口の約58％
にまで減少 

少子高齢化の急速な進行 

15～64歳 

65歳以上 

０～14歳 

学習指導要領改訂の背景 
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乗用車 

学習指導要領改訂の背景 

2013年 内閣府消費動向調査を基に、JCCCA 全国地球温暖化防止活動推進センターが作成  

めまぐるしい技術革新 

今後10～20年程度で、約47
％の仕事が自動化される可能性 

 
マイケル・オズボーン氏（オックスフォード大学准教授） 

子どもたちの65％は将来、今
は存在していない職業に就く 

 
キャシー・デビットソン氏（ニューヨーク市立大学大学院センター教授） 
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●知識を覚えることよりも、情報を使いこなす力を重視。 
●自分の考えをもつ、適切に判断する、まわりの人たち 
   に分かりやすく表現するなどといった力が求められてい 
 る。 

子どもたちが、これからの時代を乗り越えていく 
力を身に付けるために… 

人間は、みずみずしい感性を働かせながら、どのように社
会や人生をよりよいものにしていくのかなどの目的を考え
出すことができ、その目的に応じた創造的な問題解決を行
うことができるなどの強みを持っている。 

人工知能が飛躍的に進化する中、 
我が国の学校教育が育む「人間の強み」 
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図画工作・美術に関する現状と課題① 

 感性や想像力等を豊かに働かせて、思考・判断し表現し  
 たり鑑賞したりするなどの資質・能力を相互に関連させ 
 ながら育成することや、主体的で創造的な学習活動の充 
 実が求められている。 

・表したいことを見付けて絵に表すこと、我が国や諸外国の作品、暮ら 
 しの中の作品の表し方の変化、表現の意図や特徴などをとらえること 
 に課題がある。 
・表現と鑑賞に共通して働く資質・能力であるとともに、造形的な創造 
 活動の基礎的な能力を育てるための視点である〔共通事項〕について 
 は、一部課題がある。 
 

平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査（国立教育政策研究所）より 

現行学習指導要領の成果と課題 

5 



「表したいことを見付けて表すこと」 
（小学校） 

小学校学習指導要領 第７節図画工作第２各学年の目標及び内容Ａ表現(2)ア 
 

「主題を生み出すこと」 （中学校） 
中学校学習指導要領 第６節美術第２各学年の目標及び内容Ａ表現(1)ア 

子どもが自分の表したいことを見付けられるように
することは学習指導要領に記された指導事項である 

現行学習指導要領の成果と課題 
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文化 

環境 
学校 

経験･体験 
既習内容 

生活 

児童が自分との関係でとらえることのできる題材

設定や指導を工夫する  

他教科との関連 

｢造形遊び｣などのように材料などに働きかける
ことを通して、表したいことが見付かり、構想
が深まることもある 
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現行学習指導要領の成果と課題 



 生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化 
 についての実感的な理解を深め、生活や社会と豊かに 
 関わる態度を育成することが求められている。 

・「図画工作の学習が好きだ」という質問に80.3％の児童が肯定的に 
 回答したのに対し、「図画工作を学習すれば、普段の生活や社会に出 
 て役立つ」という質問に肯定的に回答した児童は、60.0％だった。 

図画工作・美術に関する現状と課題② 

平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査 より 

図画工作の学習が好きだ。 

図画工作の学習をすれば、ふだ
んの生活や社会に出て役立つ。 

現行学習指導要領の成果と課題 
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 生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化 
 についての実感的な理解を深め、生活や社会と豊かに 
 関わる態度を育成することが求められている。 

・親しみのある作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品の表 
 し方の変化、表現の意図や特徴などをとらえることについては、相当 
 数の児童ができているが、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、 
 暮らしの中の作品については課題がある。 

図画工作・美術に関する現状と課題② 

平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査 より 

日本の伝統や文化を感じる作品
に興味はありますか。 

日本の伝統や文化に関連する授
業を行っていますか。 

現行学習指導要領の成果と課題 
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国宝・重要文化財総数 
47都道府県中３位 

 
国宝・重要文化財総数：2013年 より 

地元への愛着度 47都道府県中36位   
     2010年10月 株式会社ブランド総合研究所 

「都道府県出身者による郷土愛ランキング」 より 

奈良県の現状は…  
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自分にない視点か
ら想像を広げるこ
とができた。 

人の意見を聞くことで、
自分が注目していな
かった所を見てみよう
とする。 
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知識・技能 思考・判断・表現力等  学びに向かう力・人間性等 

・形や色などの特徴について、創
造活動を通した造形的な視点とし
て理解すること。 

など 
 
・感性や、手や体全体の感覚など
を働かせたり、経験を生かしたり
しながら、形や色などの造形的な
特徴を捉えるとともに自分のイ
メージをもつなどして、表したい
ことに合わせて材料や用具を使い、
表し方を工夫するなどの創造的な
技能を身に付けること。 

など 

・感性や想像力、手や体全体の感
覚などを働かせながら、形や色な
どの造形的な特徴を捉えるととも
に自分のイメージをもつなどして、
表したいことを発想したり、形や
色、用途などを考えながら、表し
方を構想したりする力。 

など 
 
・感性や想像力、手や体全体の感
覚などを働かせながら、形や色な
どの造形的な特徴を捉えるととも
に自分のイメージをもつなどして、
自分たちの作品や美術作品などか
ら表現の面白さを捉えたり、よさ
や美しさなどを感じ取ったりす 
る力。 

など 

・様々な対象や事象を心に感じ
取る感性 
・感性を働かせながら味わう、
つくりだす喜び 
・造形的な創造活動に主体的に
取り組む態度 
・形や色などによるコミュニ
ケーションを通して、生活や社
会と主体的に関わる態度 
・美しいものや優れたものに接
して感動する、情感豊かな心と
しての情操 

など 

図画工作科において育成すべき資質・能力 
（検討のたたき台） 
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下線部は、現行の学習指導要領に示している〔共通事項〕と関連する箇所） 

図画工作科で育成すべき資質・能力 ～何ができるようになるか～ 



次期改訂における「知識」とは 

●一人一人が感性などを働かせて、自分なりに理解し、 
 表現したり鑑賞したりする喜びにつながるもの 
 
●学習経験を重ねることで、知識が更新されていくこと 
 
●「技能」についても、一定の手順に沿った技能のみなら 
 ず、変化する状況に応じて主体的に活用できる技能の習 
 熟に向かうこと 

育成すべき資質・能力を踏まえた学習内容の見直し ～何を学ぶか～ 
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小学校２年「ほうおう」 

「自分が表したいこと」を習得した技能を活用して表している 

育成すべき資質・能力を踏まえた学習内容の見直し ～何を学ぶか～ 

生きて働く「知識･技能」の習得 
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観点（例） 知識・技能 思考・判断・表現  
主体的に学習に 
取り組む態度 

各観点の
趣旨の 
イメージ
（例） 

 
※実際の記
述は、各教
科の特性、
目標の示し
方に合わせ
て検討 

（例） 
 造形的な見方・考え方を働か 
せて、形や色などの特徴につい 
て、創造活動を通した造形的な
視点として理解している。 
 
 造形的な見方・考え方を働か
せて、感覚や経験を生かしなが
ら、表したいことに合わせて材
料や用具を使ったり、表し方を
工夫して表したりするなどの創
造的な技能を身に付けている。 

（例） 
 造形的な見方・考え方を
働かせて、感じたことや材
料などを基に、表したいこ
とを思い付いたり、形や色、
用途などを考えたりしてい
る。 
 
 造形的な見方・考え方を
働かせて、作品などの形や
色などから、表現の面白さ
を捉えたり、よさや美しさ
などを感じ取ったりしてい
る。 

（例） 
 造形的な見方・考え
方を働かせて、つくり
だす喜びを味わい､主
体的に表現や鑑賞の創
造活動に取り組もうと
する。 

小学校図画工作科の評価の観点のイメージ（例） 

育成すべき資質・能力を踏まえた学習内容の見直し ～何を学ぶか～ 
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感性や想像力などを働かせて、形や色などの造形的な視点
で対象をとらえ、自分のイメージを持ちながら、造形と生
活などとの関わりについて創造的に考えること。 

・芸術系教科の「見方・考え方」は、〔共通事項〕とも深 
 い関わりがあり、他教科以上に、知性と感性の両方を働 
 かせて対象をとらえることが特徴である。「感性」とは 
 様々な対象・事象からよさや美しさなどの価値や心情な 
 どを感じ取る力であり、知性と一体化して人間性や創造 
 性の根幹をなす。 

造形的な「見方・考え方」とは 

※「見 方」…様々な事象を捉える教科等ならではの視点 
 「考え方」…教科ならではの思考の枠組み 

図画工作科・美術科における見方・考え方 
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色 

イメージ 

感性や想像力などを働かせて、形や色などの造形的な視点
で対象をとらえ、自分のイメージを持ちながら、 
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図画工作科・美術科における見方・考え方 



形 

イメージ 

造形と生活などとの関わりについて創造的に考えること。 
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図画工作科・美術科における見方・考え方 



 
 
 

一人一人の児童の「思い」を大切に 
 

色･形･材料等を用いて創意工夫して表現すること 
 

その活動を保障するのが、図画工作の時間 
 
 

育みたい資質や能力を明確に 

 

一人一人の児童の「思い」を大切にした 

 

児童が主体的に取り組める授業実践を 
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